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Ⅱ．広島経済大学の沿革と現況 

１．本学の沿革  

広島経済大学の経営母体である学校法人石田学園は、100 年前の明治 40(1907)年 4 月 8

日に石田米助の創設した「私立広陵中学校」が創立起点となる。その後、昭和 20(1945)

年 8 月 6 日の原爆により校舎と学校に係わるもの一切が灰燼に帰すという惨状を乗り越え、

石田米助の孫である石田成夫が中心となって、学校としての体制を整えてきた。 

昭和 42(1967)年 4 月、石田学園は、戦後日本経済の高度成長とともに高まった高等教育

へのニーズと地元や本学園同窓生の要請に後押しされて、広島経済大学経済学部経済学科

を開学した。同時に、「地域開発研究所」を設置し、過疎化する地域の調査研究に力を入

れ、調査報告書を出版した。この成果は過疎地域に関する研究の先駆として全国的に反響

を呼んだ。 

そして、急激な 18 歳人口の増加と大学進学率の上昇、学問体系の多様化・細分化等に

伴って、学内外から新学科の増設・大学院設置を求める声が大きくなった。その要請に応

えて、昭和 49(1974)年に経営学科を増設した。昭和 54(1979)年には、大学院経済学研究

科経済学専攻修士課程の設置、平成 2(1990)年に同大学院博士課程後期課程を設置した。

また、外国の大学との連携教育にも力を入れ、昭和 63(1988)年に米国ユタ州立大学との姉

妹校提携を皮切りに、インドネシア 2 大学・韓国 1 大学とも提携し、NIBES（国際ビジネ

ス・経済関係教育機関ネットワーク）にも加盟した。 

大学開学以来、順調に発展してきた広島経済大学も、尐子化による 18 歳人口の減尐に

伴い、平成 6(1994)年度をピークに受験生の減尐を見るようになる。この状況に対処すべ

く、平成 11(1999)年に国際地域経済学科、平成 14(2002)年にビジネス情報学科、平成 16 

(2004)年にメディアビジネス学科を設置するなど、時代の要請に対応できる学科への改組

転換に、果敢に取り組んできた。 

さらに、平成 12(2000)年 7 月に「学生による授業評価」と「キャンパスライフ満足度調

査」を実施し、10 月にはその結果を全国に先駆けて公表、平成 18(2006)年度から「興動

館教育プログラム」や「夢チャレンジシート」を導入するなど、社会に貢献できる有為な

人材育成を目指して、きめ細かい指導体制を整えてきている。 

 

明治 40 年  4 月 石田学園創設起点となる「私立広陵中学校」創立 

昭和 42 年  1 月 広島経済大学設置認可 

4 月 広島経済大学 開学（経済学部経済学科入学定員 150 人）  

「地域開発研究所」開設 

昭和 43 年  2 月 本館（1 号館・5 階建）竣工 

昭和 44 年  2 月 教員の免許状授与の所要資格を得させるための課程認定を受ける 

（経済学科：中学校教諭 1 級普通免許状《社会》、高等学校教諭 2 級

普通免許状《社会、商業》）その後、メデイアビジネス学科を除く各

学科と大学院が、教員の免許状授与の課程認定を受ける 

昭和 45 年  8 月 2 号館（4 階建）竣工 

昭和 46 年 11 月 第 1 クラブハウス（地上 3 階・地下 1 階建）竣工 

昭和 48 年  6 月 小型汎用コンピュータ FACOM230－15 導入 
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昭和 49 年  4 月 経営学科 設置（入学定員 150 人） 

「地域開発研究所」を「地域経済研究所」に改称 

7 月 計算情報センター開設 

昭和 51 年  4 月 入学定員の変更（入学定員＝経済学科 250 人、経営学科 250 人） 

昭和 54 年  4 月 大学院経済学研究科経済学専攻修士課程設置（入学定員 10 人） 

昭和 60 年  4 月 総合グラウンド完成 

昭和 61 年  4 月 入学定員変更（入学定員＝経済学科 350 人、経営学科 350 人） 

昭和 63 年  2 月 米国ユタ州立大学と本学初の国際姉妹校提携調印  

平成 元年 12 月 期間を付した入学定員増（100 人／年）の認可を受ける（期間：平成 2

年度～10 年度） 

平成 2 年  4 月 大学院経済学研究科経済学専攻博士課程後期課程設置（入学定員 3 人） 

12 月 期間を付した入学定員増（200 人／年）の認可を受ける（期間：平成 3

年度～11 年度） 

平成 4 年 12 月 石田記念体育館（4 階建）竣工 

平成 5 年  4 月 学生会館「LIBRE(リブレ)」・6 号館（6 階建）竣工 

平成 6 年  4 月 行動指針「Be Student-oriented（すべては学生のために）」発表 

平成 8 年  5 月 NIBES（国際ビジネス・経済関係教育機関ネットワーク）加盟 

平成 10 年 12 月 期間を付した入学定員の期間延長に係わる認可を受ける（入学定員増

100 人 平成 11 年度） 

平成 11 年 4 月 国際地域経済学科 設置（入学定員 150 人） 

経済学科入学定員の変更（入学定員 200 人） 

海外インターンシップ受け入れ企業 17 社と覚書調印 

12 月 期間を付した入学定員変更の認可を受ける（平成 12 年度から毎年 30 名

ずつ減尐させ、平成 16 年度 850 名で恒定化） 

平成 12 年 1 月 新図書館（地上 4 階・地下 2 階建）竣工 

7 月 「学生による授業評価」実施・同年 10 月公表 

平成 13 年 4 月 インターンシップ推進室開設 

平成 14 年 4 月 ビジネス情報学科 設置（入学定員 90 人） 

経営学科入学定員の変更（入学定員 260 人） 

平成 16 年 3 月 メディア情報センター（4 階建）竣工 

4 月 収容定員の変更（収容定員 3,400 人） 

国際地域経済学科入学定員の変更（入学定員 90 人） 

メディアビジネス学科 設置（入学定員 60 人） 

平成 17 年 6 月 興動館（４階建）竣工 

平成 18 年 4 月 「興動館教育プログラム」の導入 

「夢チャレンジシート」の導入 

平成 19 年 4 月 経済学科入学定員の変更（入学定員 330 人） 

国際地域経済学科入学定員の変更（入学定員 60 人） 

平成 20 年 3 月 広島経済大学ポータルサイト「HUE NAVI」（ヒューナビ）運用開始 
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２．本学の現況 

(１)大学名 広島経済大学 

(２)所在地 広島市安佐南区祇園五丁目 37 番 1 号 

(３)学部、大学院の構成 

学 部 大 学 院 

経済学部 経済学科 

経営学科 

国際地域経済学科 

ビジネス情報学科 

メディアビジネス学科 

経済学研究科 経済学専攻 

 博士課程前期課程 

 博士課程後期課程 

(４)学部、大学院の学生数（平成 20 年 5 月 1 日現在） 

 ①学部                                （人） 

学部 学 科 
入学

定員 

収容 

定員 

在籍 

者数 

年次別在籍者数 

1 2 3 4 過年度生 

経済

学部 

経済学科 330 1,260 1,460 367 368 346 330 49 

経営学科 310 1,240 1,399 359 335 325 339 41 

国際地域経済学科 60 300 334 69 67 89 87 22 

ビジネス情報学科 90 360 405 102 97 98 95 13 

メディアビジネス学科 60 240 281 72 65 69 70 5 

合 計 850 3,400 3,879 969 932 927 921 130 

②大学院                               （人） 

研究科 専攻 博士課程 
入学 

定員 

収容 

定員 

在籍 

者数 

年次別在籍者数 

１ ２ ３ 

経済学

研究科 

経済学

専攻 

前期課程 10 20 18 10 8  

後期課程 3 9 6 1 3 2 

合 計 13 29 24 11 11 2 

(５)教員数（平成 20 年 5 月 1 日現在）                  （人） 

学 科 
専任教員数 

助手 
兼担

教員 

兼任

教員 教授 准教授 講師 助教 計 

経済 8 7 5 0 20 0 0 7 

経営 10 6 3 0 19 0 0 14 

国際地域経済 4 4 3 0 11 0 0 16 

ビジネス情報 7 1 2 1 11 0 0 5 

メディアビジネス 7 1 1 0 9 0 0 4 

教養教育 20 9 9 0 38 0 0 114 

大学院 4 0 0 0 4 0 15 11 

合 計 60 28 23 1 112 0 15 171 

(６)職員数（平成 20 年 5 月 1 日現在）          (人) 

 正職員 契約職員 派遣職員 合計 

事 務 85 12 1 98 

労 務 4 0 0 4 

合 計 89 12 1 102 

※正職員は、嘱託職員 9 人を含む。 

※パート・アルバイトは除く。 


